
企
画
に
当
た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

日
本
の
二
〇
二
一
年
の
出
生
数
は
約
八
四
万
人
と
推
計
さ
れ
、
合
計
特
殊
出
生
率
は
二
〇
二
〇
年
で
一
・
三
三
ま
で
低
下
し
て
い
る
。

二
〇
一
五
年
の
段
階
で
は
一
〇
〇
万
人
を
超
え
て
い
た
出
生
数
は
、
そ
の
後
急
速
に
減
少
し
て
き
て
お
り
、
実
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
前
か
ら
、
出
生
数
は
縮
小
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
近
年
政
府
も
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
講
じ
て

い
る
。
安
倍
政
権
は
希
望
出
生
率
一
・
八
を
適か

な

え
る
こ
と
を
政
策
目
標
と
し
て
掲
げ
、
待
機
児
童
の
解
消
加
速
化
プ
ラ
ン
の
下
で
保
育
所

整
備
を
積
極
的
に
行
い
、
幼
児
教
育
や
保
育
の
無
償
化
も
実
現
し
た
。
続
く
菅
政
権
で
は
、
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
実
現
に
動
き
、

二
〇
二
一
年
に
は
男
性
の
育
児
休
業
取
得
を
推
進
す
る
新
し
い
法
律
が
国
会
を
通
っ
て
お
り
、
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
が
重
ね
ら
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
少
子
化
の
ト
レ
ン
ド
は
残
念
な
が
ら
変
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
二
〇
二
〇
年
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
の
影

響
で
、
少
子
化
が
さ
ら
に
加
速
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

少
子
化
は
、
経
済
や
社
会
保
障
に
深
刻
な
影
響
　

少
子
化
は
日
本
社
会
の
未
来
に
極
め
て
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
少
子
化
に
よ
り
、
国
内
市
場
が
縮
小
す
る
だ
け
で
な
く
、
働
き
手
も

減
り
、
経
済
自
体
の
存
続
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
。
特
に
今
後
の
十
数
年
間
の
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
生
産
性

向
上
だ
け
で
は
、
潜
在
成
長
力
の
低
下
を
補
い
き
れ
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
人
口
動
態
は
長
期
ま
で
見
渡
せ
る
た
め
、
現
状
に

お
い
て
も
、
企
業
の
設
備
投
資
は
国
内
市
場
縮
小
を
考
慮
し
て
消
極
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
消
費
者
も
、
社
会
保
障
の
持
続
可

能
性
に
不
安
を
持
ち
、
消
費
に
な
か
な
か
積
極
的
に
な
れ
な
く
な
る
。
希
望
出
生
率
一
・
八
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
政
府
は
本
格
的
に
対

応
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、
今
回
の
「
わ
た
し
の
構
想
」
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
が
少
子
化
に
与
え

う
る
影
響
と
そ
の
受
け
止
め
、
ま
た
少
子
化
の
流
れ
を
変
え
る
た
め
の
政
策
な
ど
に
つ
い
て
識
者
の
方
に
伺
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
ど
う
考
え
る
か

ま
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
少
子
化
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
人
口
学
の
視
点
か
ら
津
谷
典
子
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）
は
、
コ
ロ
ナ
に

よ
る
先
行
き
不
安
か
ら
、
妊
娠
・
出
産
の
先
送
り
が
起
こ
り
、
そ
れ
が
産
み
控
え
と
な
っ
て
、
出
生
率
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
を
憂
慮
す

る
。
特
に
日
本
の
問
題
点
は
、も
と
も
と
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
二
〇
代
～
三
〇
代
の
女
性
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、こ
れ
に
加
え
て
、「
晩
産
化
」

が
進
ん
で
い
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
出
産
先
送
り
が
人
口
減
少
に
拍
車
を
か
け
る
の
で
は
と
、
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
少
子
化

進
行
は
長
期
的
に
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
指
摘
だ
。
ま
た
、
政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分
科
会
に

参
加
し
、
行
動
経
済
学
の
視
点
か
ら
コ
ロ
ナ
対
応
を
分
析
、
提
言
し
て
き
た
大
竹
文
雄
氏
（
大
阪
大
学
特
任
教
授
）
は
、
政
府
の
コ
ロ
ナ

コ
ロ
ナ
禍
で
懸
念
さ
れ
る

少
子
化
の
加
速

― 

若
者
を
重
視
す
る
政
策
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

理
事
／
日
本
総
合
研
究
所 

理
事
長

翁 

百
合
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者
や
女
性
が
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
づ
く
り
を

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
以
上
の
少
子
化
は
日
本
社
会
存
続
に
と
っ
て
危
機
で
あ
る
と
の
認
識
を
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
持
つ
必
要
が
あ
る
と

い
う
見
解
が
多
い
一
方
、
社
会
学
の
視
点
か
ら
白
波
瀬
佐
和
子
氏
（
東
京
大
学
教
授
）
は
、
少
子
化
対
策
に
決
め
手
は
な
く
、
出
生
数
と

い
う
即
時
的
な
回
答
を
求
め
る
と
い
う
よ
り
は
、
数
と
し
て
は
減
少
し
て
い
る
若
者
へ
の
投
資
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
最
優
先
政
策
と
す

る
。
失
業
や
雇
用
不
安
に
お
び
え
る
若
者
や
女
性
の
た
め
に
投
資
し
て
彼
ら
が
自
ら
の
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
え
、
効
率
的
で
新
し

い
人
材
活
用
の
モ
デ
ル
を
作
る
と
と
も
に
、
子
育
て
と
両
立
で
き
る
よ
う
男
女
と
も
に
制
度
と
し
て
支
援
す
る
必
要
性
を
説
く
。
少
子
化

対
策
の
み
を
目
標
に
す
る
の
で
は
な
く
、
潜
在
的
な
能
力
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
若
者
や
女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
に
変
革
さ
れ
て
初
め

て
、
結
果
と
し
て
出
生
数
の
持
続
的
な
回
復
に
つ
な
が
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

翁 

百
合
（
お
き
な
・
ゆ
り
）�

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
日
本
総
合
研
究
所
理
事
長
。
京
都
大
学
博
士
（
経
済
学
）。
経
済
産
業
省
産
業
構

造
審
議
会
委
員
、
厚
生
労
働
省
社
会
保
障
審
議
会
委
員
他
、
公
職
多
数
。

対
策
の
少
子
化
へ
の
影
響
に
つ
い
て
懸
念
を
示
す
。
特
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
齢
者
と
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
に
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
て
判
明
し
て
き
た
の
に
対
し
、
日
本
で
は
英
国
な
ど
と
は
異
な
り
、
行
動
制
限
を
年
齢
に
か
か
わ
ら

ず
一
律
に
強
化
し
た
。
若
者
や
子
ど
も
の
行
動
制
限
を
緩
め
な
か
っ
た
た
め
、
若
者
は
、
日
本
社
会
を
若
者
軽
視
社
会
と
受
け
止
め
た
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。
大
竹
氏
は
政
府
が
よ
り
子
ど
も
や
若
者
を
重
視
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
そ
の
方
針
の

下
で
考
え
直
す
こ
と
に
強
く
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
す
べ
き
と
す
る
が
、
一
連
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
振
り
返
っ
て
も
説
得
的
な
指
摘
で
あ
る
。

今
、
求
め
ら
れ
る
少
子
化
対
策
と
は

具
体
的
な
少
子
化
対
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
実
証
分
析
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
山
口
慎
太
郎
氏
（
東
京
大
学
教
授
）
は
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
、
な
か
ん
ず
く
日
本
社
会
に
根
付
い
て
い
る
男
女
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
見
直
す
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
む

必
要
性
を
強
調
す
る
。
山
口
氏
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
在
宅
勤
務
が
増
え
れ
ば
、
男
性
の
育
児
や
家
事
の
負
担
時
間
は
増
え
る
こ
と
か
ら
、

や
は
り
働
き
方
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
と
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
半
ば
強
制
的
に
テ
レ
ワ
ー
ク
が
日
本
で
も
始
ま
っ
た
が
、
こ
れ
を

機
に
社
会
全
体
で
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
・
定
着
さ
せ
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
だ
。
山
口
氏
は
、
ま
た
、
児
童
手
当
や
保
育
所
の
充
実
も

欠
か
せ
な
い
と
指
摘
す
る
が
、
こ
れ
ら
に
必
要
な
の
は
財
源
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
内
閣
官
房
参
与
と
し
て
社
会
保
障
を
担
当
す

る
山
崎
史
郎
氏
は
、
高
齢
者
も
含
め
た
す
べ
て
の
国
民
が
、
子
ど
も
の
た
め
に
財
源
を
負
担
す
る
社
会
的
支
援
を
考
え
る
べ
き
と
指
摘
す

る
。
山
崎
氏
は
、
人
口
減
少
に
よ
り
若
者
が
停
滞
や
心
理
的
圧
力
を
受
け
社
会
が
不
安
定
化
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
も
、
予
防
的

対
抗
策
が
急
が
れ
る
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
支
援
す
る
「
普
遍
的
な
子
ど
も
・
家
族
政
策
」
が
重
要
で
あ
り
、

特
に
現
状
の
支
援
策
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
い
る
非
正
規
社
員
の
人
た
ち
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
政
策
を
実
現
す
る
必
要
性

を
説
く
。
本
格
的
少
子
化
対
策
に
は
財
源
の
議
論
が
欠
か
せ
な
い
が
、
配
慮
す
べ
き
貴
重
な
視
点
を
提
供
し
て
い
る
。

出
生
数
の
減
少
、
少
子
化
の
ト
レ
ン
ド
、
若
者
重
視
の
政
策
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